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相関関係のみられた設問から、自校の状況を
捉えることができる。
⑷誤答分析シート
　解答類型別に児童生徒の反応率をまとめた
文部科学省のデータから、誤答への反応率が
高い設問を選定後、誤答を分析し、改善方策
を学校全体で協議することで指導改善につな
げることができる。
３　指導改善サイクルの確立を目指して
⑴文部科学省発行の調査結果データ・報告書
　調査結果は、地域に向けた情報発信、授業
研究などにおける実態把握・根拠データとし
ての活用、個別最適な学びの実現に向けた活
用など、様々な活用方法が考えられる。報告
書は分析や指導改善に有効活用できる。
⑵全国学力・学習状況調査活用の手引き
　学校内での立場別の取組例など、分析や活
用の仕方を分かりやすく記載し、学校現場で
の授業改善や学校改善に役立つ内容として 
いる。
⑶活用に係る動画コンテンツ
　全国学力・学習状況調査の活用を一層充実
させるため、動画コンテンツを作成し、県内
教育関係者が視聴できるようにしている。（配
信URLは市町村教育委員会を通じて連絡し
ている。）
４　おわりに
　全国学力・学習状況調査の結果を分析、活
用して、各学校の状況に合わせた指導改善サ
イクルを確立し、学校全体で、授業改善を進
めることで、児童生徒の学力向上につなげて
いただきたい。

１　「令和５年度全国学力・学習状況調査」
について

　「令和５年度全国学力・学習状況調査」が、
４月18日（火）に対象学年の児童生徒に対し
て実施された。今年度は、教科に関する調査
として、国語、算数・数学、英語（中学校）
の調査が、質問紙調査として、児童生徒及び
学校を対象に生活習慣や学習環境等について
の調査が実施された。

＜教科に関する調査結果＞

２　学校全体で分析し、指導改善を推進
　県が活用を推進している４つの分析シート
を校内研修等で学校全体で活用することで、
自校の成果・課題を発見し、指導の充実・改
善のヒントを得ることができる。
⑴教科・質問紙分析シート
　全国、千葉県、自校の教科の結果がレーダー
チャートで表示され、自校の状況について一
目で捉えることができる。
⑵経年分析シート
　全国と比較した自校の結果について、過去
３回分の経年による分析ができる。
⑶クロス集計シート
　生活習慣や学習習慣と学力の関係について、

県総合教育センター学力調査部

「令和５年度全国学力・学習状況調査」
結果の活用について
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＜小学校＞ 千葉県 全国
国語 67（66） 67.2
算数 62（62） 62.5

＜中学校＞ 千葉県 全国
国語 69（69） 69.8
数学 51（50） 51.0
英語 46（46） 45.6

※数値は公立学校の平均正答率（％）。
　ただし、文部科学省の発表に基づき、全国平均正答率は

小数第１位まで、県平均正答率は小数点以下を四捨五入。
※（　）内は、千葉市を除いた割合を示す。
※英語の調査結果については、「聞くこと」、「読むこと」、「書

くこと」の合計を集計した数値である。


